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SUPER GT 2010 Rd. 5 菅生 

MOTUL AUTECH GT-R エンジンストップの原因について 

 
 

ニッサン・モータースポーツ・インターナショナル株式会社（本社：東京都品川区南大井 社長：宮谷正一 以下、

ニスモ）は、7 月 25 日にスポーツランド SUGO で開催された SUPER GT 第 5 戦で、トップを走行中の#23 

MOTUL AUTECH GT-R のエンジンが突然ストップした原因は、車両のトラブルではなく走行中にタイヤカスの

ようなものがキルスイッチに当たったアクシデントによるもの、と発表した。 

 

レース後の車両保管解除後にピットに戻ってきた#23 GT-R のキルスイッチ部分には黒い痕があり、走行中

に何かがそこに当たったことが考えられた。そこで GTA に#23 GT-R のオンボードカメラの映像確認を依頼し

たところ、本山選手が「突然電源が落ちた」と言った 74 周目の SP コーナーの出口付近で前車が跳ね上げたタ

イヤカスのようなものがキルスイッチ付近に当たった映像があり、その瞬間、車内のメーター類が突然ブラック

アウトしていた。チームではこれがエンジンストップの原因と見ている。 

 

キルスイッチは事故等で火災が発生することを防ぐため、外部からの操作ですぐに全ての電源が切れるよう

に、レースカーへの装着が義務付けられている。 

 

■ 鈴木豊ニスモチーム監督コメント 

「完璧なレースウィークだったので、このようなアクシデントで勝利を逃したことは非常に残念です。でも、セパ

ンに引き続きパフォーマンスの高さは確認出来たので、ドライバーもチームも高いモチベーションをキープして

います。次の鈴鹿では素晴らしいレース展開をお見せして、今度こそ勝ちたいと思っています。また応援を 

よろしくお願いいたします」 

 

 
 

キルスイッチ 


